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【介護保険サービス】
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⑦

⑧ ×

介護保険自己負担分 （１割） 円 円

介護保険自己負担分 （２割） 円 円

介護保険自己負担分 （３割） 円 円

【居住費、食費】

円/日 円/日 円/日 円/日 円/日

円/日 円/日 円/日 円/日 円/日

円/日 円/日 円/日 円/日 円/日

※ 介護保険負担限度額の軽減を受けるためには、市町村の窓口に申請し「介護保険負担限度額認定証」の交付を受ける必要があります。

第1段階 本人及び世帯全員が住民税非課税であり、老齢福祉年金の受給者又は生活保護受給者

第2段階 本人及び世帯全員が住民税非課税であり、合計所得金額と年金収入額の合計が82.65万円以下

第3段階① 本人及び世帯全員が住民税非課税であり、合計所得金額と年金収入額の合計が82.65万円超120万円以下

第3段階② 本人及び世帯全員が住民税非課税であり、合計所得金額と年金収入額の合計が120万円超

【1か月負担目安】 ※介護保険サービス費+居住費+食費

※上記金額は、1か月（31日）当たりの目安を示したものです。月の日数により差額が生じる場合があります。

【その他費用】

・

・

・

・

・

・

・

日常生活上必要となる諸費用 入所者の日常生活に要する費用で入所者に負担いただくものが適当であるもの

趣味活動消耗品代 利用者の希望による趣味活動に要する個人にかかる費用の実費

理容サービス 要した費用の実費

特別食 要した費用の実費

単位/回

そ
の
他
費
用

預り金管理費 70 円/日 預り金等の管理を施設に依頼する場合

電化製品持ち込み代 20 円/日 電化製品を持ち込んだ場合、1品につき

配置医師緊急時対応加算

配置医師が施設の求めに応じ、早朝・日中・夜間または深夜に施設を訪問し入所者の診療を行った場合。
早朝、夜間及び深夜を除く 325 単位/回

早朝・夜間の場合 650 単位/回

深夜の場合 1,300

退所時情報提供加算 250 単位/回 医療機関に退所する際、入所者等の心身の状況、生活歴等を示す情報提供をした場合。（１回のみ）

退所時栄養情報連携加算 70 単位/回 管理栄養士が、退所先の医療機関等に対して栄養管理に関する情報を提供する。（１月に1回を限度）

退所時相談援助加算 400 単位/回 利用者及び家族に対し退所後の相談援助を行い、市町村及び地域包括支援センター等に対して必要な情報提供した場合。1回を限度

退所前連携加算 500 単位/回 居宅介護支援事業所と退所前から連携し、情報提供とサービス調整を行った場合。1回を限度

退所前訪問相談援助加算 460 単位/回 家庭復帰の為に訪問相談を行った場合（入所中最高、2回を限度）

退所後訪問相談援助加算 460 単位/回 家庭復帰の為に訪問相談を行った場合（退所後、1回を限度）

144 単位/日

死亡日の前日及び前々日 680 単位/日

死亡日 1,280 単位/日

排せつ支援加算（Ⅲ） 20 単位/月
加算（Ⅰ）を満たしたうえで・排尿・排便の状態の少なくとも一方が改善するとともに、いずれにも悪化がないかつ、おむつ使用ありから使用なしに
改善している。・又は尿道カテーテルが抜去された、かつ、おむつ使用ありから使用なしに改善している。

看取り介護加算（Ⅰ）

医師が、一般的に認められている医学的知見に基づき回復の見込みがないと診断された者に対し、入所者又はその家族の同意を得て看取り介
護指針に基づく看取り介護計画を作成し看取り介護を受けている者。

死亡日以前３１日以上４５日以下 72 単位/日

死亡日以前４日以上３０日以下

排せつ支援加算（Ⅰ） 10 単位/月
要介護状態の軽減の見込みについて、医師又は医師と連携した看護師が施設入所時等に評価を3月に1回行い結果等を厚生労働省に提出。・
支援計画書を作成し支援を継続して実施する。・評価に基づき少なくとも三月に一回、入所者等ごとに支援計画を見直す。

排せつ支援加算（Ⅱ） 15 単位/月 加算（Ⅰ）を満たしたうえで・排尿・排便の状態の少なくとも一方が改善するとともに、いずれにも悪化がない又はおむつ使用ありから使用なしに改
善している。・又は尿道カテーテルが抜去された場合。

褥瘡マネジメント加算（Ⅰ） 3 単位/月
褥瘡の発生と関連するリスクについて、施設入所時等に評価し、少なくとも3月に1回評価する。・評価の結果等の情報を厚生労働省に提出する。・
褥瘡が発生するリスクがある場合は、医師、看護師、管理栄養士、介護職員、介護支援専門員その他の職種で褥瘡ケア計画を作成する。・褥瘡ケ
ア計画は、少なくとも三月に一回見直しをする。

褥瘡マネジメント加算（Ⅱ） 13 単位/月
加算（Ⅰ）を算定する施設において、施設入所時等の評価の結果、褥瘡の認められた入所者等について、褥瘡が治癒したこと、又は褥瘡が発生
するリスクがあるとされた入所者等について褥瘡の発生がない。

経口維持加算（Ⅰ） 400 単位/月
現に経口により食事を摂取する者であって、摂取機能障害を有し、誤嚥が認められる入所者に対して、医師又は歯科医師の指示に基づき、多職
種の者が共同して、食事の観察及び会議などを行い、入所者ごとに経口維持計画を作成している場合であって、管理栄養士又は栄養士が、栄養
管理を行った場合（６月以内の期間に限る）

再入所時栄養連携加算 200 単位/回
医療機関に入院し経管栄養又は嚥下調整食の新規導入や厚生労働大臣が定める特別食を必要とする者が退院する際に施設と医療機関の管理
栄養士が連携して調整を行った場合

認知症行動・心理症状緊急対応加算 200 単位/日
医師が認知症の行動・心理症状が認められる為、在宅での生活が困難であり、緊急に入所することが適当であると判断した者に対しサービスを
行った場合。（入所日から7日を限度）

療養食加算 6 単位/回
食事の提供が管理栄養士又は栄養士によって管理されている。入所者の年齢、心身の状況によって適切な栄養量及び内容の食事提供が行わ
れている。食事の提供が厚生労働大臣が定める基準に適合する指定介護老人福祉施設において行われている。

若年性認知症利用者受入加算 120 単位/日 若年性（40歳以上65歳未満）認知症の方を受入、個別に担当者を定めている

科学的介護推進体制加算（Ⅱ） 50 単位/月 科学的介護推進体制加算（Ⅰ）に疾病状況を加え報告した場合

入院、外泊の場合。初日と最終日は算定不可。月をまたぐ場合は12日まで算定（月に6日を限度）

安全対策体制加算 20 単位/回 外部研修を受けた担当者を配置し、施設内に安全対策部門を設置し、組織的に安全対策を実施する体制を整備（入所後1回まで）

認知症専門ケア加算（Ⅰ） 3 単位/日 認知症介護に係る専門的な研修を修了している職員を基準以上配置し、入所者の総数のうち認知症の者の割合が2分の1以上の場合

82,470 108,510

そ
の
他
の
加
算

（
該
当
す
る
項
目
に
つ
い
て
加
算

）

初期加算 30 単位/日 入所した日から起算して30日以内の期間、30日を超える入院後に再び入所した場合も含む

外泊時費用 246 単位/日

従来型個室 120,166 154,276 188,386 55,190 61,080

105,994

要介護５
多床室 110,370 144,480 178,590 43,410 59,530 68,520 94,560

57,014 66,004 92,044

従来型個室 117,650 149,245 180,839 52,674 58,564 79,954
要介護４

多床室 107,854 139,449 171,043 40,894

89,492

従来型個室 115,098 144,141 173,183 50,122 56,012 77,402 103,442

74,741 100,781

要介護３
多床室 105,302 134,345 163,387 38,342 54,462 63,452

従来型個室 112,437 138,818 165,200 47,461 53,351

98,229

要介護２
多床室 102,641 129,022 155,404 35,681 51,801 60,791 86,831

49,249 58,239 84,279

従来型個室 109,885 133,715 157,544 44,909 50,799 72,189
要介護１

多床室 100,089 123,919 147,748 33,129

円

介護保険負担割合証
（1割）

介護保険負担割合証
（2割）

介護保険負担割合証
（3割）

介護保険負担限度額
認定証（第1段階）

介護保険負担限度額
認定証（第2段階）

介護保険負担限度額
認定証（第3段階①）

介護保険負担限度額
認定証（第3段階②）

円 26,970 円 48,360 円 74,400

25,420 円 34,410 円 60,450 円
１カ月（３１日計算）合計

多床室 76,260 円 9,300 円

従来型個室 86,056 円 21,080

食　費 1,545 300 390 680 1,420

530

従来型個室 1,231 380 480 880 980
居住費

多床室 915 0 430 430

介護保険負担限度額認定
証なし

第1段階 第2段階 第3段階① 第3段階②

68,220

71,488 円 79,144 円 87,127 円 94,783 102,330

円 31,594 34,110

47,659 円 52,762 円 58,085 円 63,189

単位 31,594 単位 34,110 単位

23,829 円 26,381 円 29,042

１カ月（３１日計算）合計 23,829 単位 26,381 単位 29,042

科学的介護推進体制加算 （Ⅰ） 10 単位/月
入所者ごとの、ADL値、栄養状態、口腔機能、認知症の状況その他の入所者の心身の状況等の基本的な情報
を、厚生労働省に提出している。

介護職員処遇改善加算 （Ⅰ）ロ 上記①～⑦及びその他の加算に該当した合計単位 17.6%

夜勤職員配置加算 （Ⅲ）ロ 16 単位/日 夜勤時間帯を通じて看護職員もしくは喀痰吸引等の実施ができる介護職員を配置

生産性向上推進体制加算 （Ⅱ） 10 単位/月

利用者の安全並びに介護サービスの質の確保及び職員の負担軽減に資する方策を検討する委員会の開催や
必要な安全対策を講じた上で、生産性向上ガイドラインに基づいた改善活動を継続的に行う。
・見守り機器等のテクノロジーを1つ以上導入している。
・1年以内にごとに1回、業務改善の取組による効果を示すデータを提出する。

看護体制加算 （Ⅰ）ロ 4 単位/日 常勤の看護職員を 1名以上配置

看護体制加算 （Ⅱ）ロ 8 単位/日 基準を上回る看護職員を配置し、看護師・病院もしくは診療所等と24時間の連絡体制が整っている。

単位/日
従来型個室

日常生活継続支援加算 （Ⅰ） 36 単位/日
介護福祉士の数が一定以上で、下記のいずれかを満たす場合。
・介護度4、5の割合が100分の70以上 ・認知症の方の割合が100分の65以上 ・吸引等が必要な方の割合が100
分の15以上

単位/日 732 単位/日 802 単位/日 871① 介護福祉施設サービス費
多床室

589 単位/日 659

特別養護老人ホームにいやま荘　料金表

要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５


